平成26年度　三重大学「PBL教育支援」プログラム申請書
	取組期間
	平成27年度（前期，後期）　取組期間に○をつけて下さい。

	ふりがな
	
	所属部署名 及び職名
	

	申請者
	
	
	

	電話番号
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内線　　　　　　　　）

	FAX番号
	

	e-mailｱﾄﾞﾚｽ
	


	申請資格
	□初めての申請　□三重大学着任後5年以内　
該当するものすべてに印をつけて下さい。

	PBLの類型
	· 問題提示型PBL，　□　問題自己設定型PBL
　
· プロジェクト型PBL，□　実地体験型PBL　　□　その他
いずれかに印をつけて下さい。
· 申請する授業科目の類型が複数にまたがる場合には、主要なものを選択してください。

	授業科目名（区分）

	担当教員（所属）

	受講対象・人数

	PBLを導入する意図・目的


	PBLの内容・方法・評価（ここには，PBLの内容、方法、評価に関する概要を説明してください。必要に応じて，教材を添付してください。）


	本PBL授業で特に工夫する点　　※該当する工夫のいずれかに印を付けてください。
　　□問題や課題の現実性を高める工夫　　□評価や振り返りの工夫
　　□思考の深化に導く工夫（授業構造や教材など）　□その他（　　　　　　　　）


	工夫の内容


	授業計画（授業計画については，下記に記入する代わりに，ウェブ・シラバスを添付することもできます。その場合には，各回形式の授業計画を選択してください。）

	授業科目名：

	対象学部，学年：

	学習の目的：

	学習の到達目標：


	各回の授業内容と方法　　　　　　　　　（PBLを組み入れる回には○を記してください↓）

	＜教室内の学習と教室外の学習がわかるように記載して下さい＞

	第1回

	

	第2回

	

	第3回

	

	第4回

	

	第5回

	

	第6回

	

	第7回

	

	第8回

	

	第9回

	

	第10回

	

	第11回

	

	第12回

	

	第13回

	

	第14回

	

	第15回

	

	最終試験
	

	申請書作成に関してはMoodle2「2014PBL教育支援プログラム」をご参照ください。
「教職員専用」⇒「2014PBL教育支援プログラム」コースキーは「2014pbl」です。
提出も同Moodle2にお願いします。不明な点に関しては、以下にお問い合わせください。
高等教育創造開発センター教育開発部門 中川 (内線9102) nkgw@human.mie-u.ac.jp


1

